


□2017年３月期 第１四半期の決算ハイライトです。

□日本は、前年度は堅調だった自動車、電子部品、家電等が軟調で、

前年同期比99％、38億円となりました。

□連結に組み込まれる１～３月期の中国は、自動車関連が牽引役となり、

現地通貨ベースでは前年同期比109％となったものの、円高・人民元安の影響で、

邦貨ベースでは前年同期比101％、40億円にとどまりました。

□東南アジアグループは、欧州やベトナムが好調で、円高によるマイナス要因は

あったものの、邦貨ベースでも前年同期比105％、７億円を確保しました。

□連結売上高は、前年同期比で100.8％の増収をかろうじて確保することができま

したが、営業利益以下は、国内工場の稼働低下による原価率の上昇、販管費

増加等により減益となりました。

□ネット資金は、配当金の支払い等もあり、期首から４億円の減少となりました。



□決算数値の概要です。

□売上高は86億円で、前年同期比100.8％、６千万円の増収となりました。
営業利益は3.3億円、前年同期比1.4億円の減益、
経常利益は3.3億円、前年同期比１億円の減益、
親会社株主に帰属する四半期純利益は２億円、
前年同期比1.2億円の減益となりました。



□四半期ベースの売上高と営業利益の推移です。

□例年、第１四半期は中国の春節休暇の影響により売上が減少しますが、

当第１四半期においては、春節休暇の影響は限定的であり、現地通貨ベースで

は大幅な増収となったものの、円高・人民元安の影響により、邦貨ベースでは減少、

日本国内市場の停滞もあり、前年に対して微増にとどまりました。

□営業利益については、販管費の増加等により減益となりました。



□地域別の売上高です。

□日本は、個人消費の伸び悩みや、企業の設備投資需要減少により、

前年同期比でほぼ横ばいとなりました。

□中国は、自動車を中心に市場全体が活性化しております。

□「アジア他」は、東南アジア全体の景気には一服感が見られるものの、当社が

販売拠点を置いているベトナムは好調を維持しています。また、マレーシアから

欧州向けの販路も前年に対して大きく伸長しました。

□欧州向けが伸びている背景には、今年度より、欧米・アジアからの受注に対し、

最適な生産拠点から調達する機能を持った「グローバルソーシング」部門を設置

したことによる効果が表れていると見ています。



□業種別売上高のグラフです。

□日本国内の自動車関連は、前年度は堅調だったものの、第１四半期においては

やや軟調なスタートとなっています。国内景気は不透明感が強いため、特注品の

受注を強化するなど、外部環境要因に依存しない取組みを進めています。

□一方で、中国では自動車が好調に推移しています。

□「その他」の中でも、高付加価値製品として当社が注力している医療関連は堅調

でした。



□当第１四半期の地域別売上高を前年度為替レートベースに置き換えたグラフです。

□中国やアジア他の地域は、現地通貨ベースの売上は伸びていますが、円高の

影響で、当第１四半期は邦貨ベースではあまり伸びていません。

□前年度の為替レートベースに置き換えると、中国は109％、アジア他は119％の

伸びとなり、全体の売上高は５億円ほど増加していたことになります。



□営業利益の増減グラフです。

□前年同期実績の4.7億円から、売上高の増加により１8百万円の利益増。

□日本国内工場の稼働低下による原価率の上昇で78百万円の利益減。

□研究開発費の増加、リバースエンジニアリング事業開始に当って人員や新規

設備投資を行ったことなどによる販管費の増加により86百万円の利益減。

□当期実績は3.3億円となり、前年同期比146百万円の減益となりました。



□財務状況です。

□総資産は、有形固定資産の増加等により、 2.4億円の増加となりました。

□総負債は、仕入債務の増加等により、 7.2億円の増加となりました。

□純資産は、為替換算調整勘定の減少により、4.7億円の減少となりました。

□自己資本比率は49％、設備投資は3.9億円となりました。



□2017年３月期 業績及び配当予想です。

□国内景気は引き続き不透明感があるものの、既に終了した中国の第２四半期

の状況等も踏まえ、この第１四半期、第２四半期でしっかりと見極めていきたい、

という考えから、業績予想は据え置きました。

□当社としては、外部環境にも注視しつつ、新・中期経営計画「バリュークリエー
ション2020」の取組みを一歩一歩着実に進めています。

□日本、中国では、特注品の受注を強化する取組みを進めています。

□東南アジアでは、ベトナム工場の稼働開始に向けた準備が順調に進んでおり、
10月には稼働できる見通しです。

□まずは今年度の通期業績の確保を目指し、第２四半期も引き続き、パンチグ
ループ全社員一丸となって取組みます。

■各資料につきましては、弊社Webサイトよりご覧ください。

◆決算短信

http://www.punch.co.jp/ir/library/tanshin.html

◆決算説明資料

http://www.punch.co.jp/ir/library/setsumei.html

◆IRニュース一覧

http://www.punch.co.jp/ir/2016/














